
 

 

 

    

ご卒業おめでとうございます   
3月11日（火）に第132回卒業証書授与式が行われました。6年生89名が 

小学校での教育課程を全て終え、無事に卒業しました。学校のリーダーとして頼もしい 

姿を見せてくれた子どもたち。6年生のいない学校は、ぽっかりと穴が空いたようで寂しいです。4月になれば新1年生が入学し、

現在の５年生も新リーダーとして活躍し始めます。学校は、毎年のように出会いと別れを繰り返しながら進んでいます。 

卒業生のみなさん、おめでとう。中学校での活躍を祈っています。 

以下のお話は、卒業式当日に私（校長）が、式辞として送ったメッセージの一部を抜粋したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

令和６年度   Ｎｏ．１1 

 福井市和田小学校だより  

 発行日 令和７年３月１７日【月】 

 〒918-8238     福井市和田1-2-1 

 TEL:22-8817    FAX:22-6121 

 皆さんは、四月からは中学生。これまでとは見える景色も行動範囲も広がっていくみなさんにわたしから
最後のメッセージを贈ります。 

皆さんのほとんどは、生まれてからこれまで福井で暮らしている人がほとんどです。ふるさとである福井

のことを大切にしたいと思っている子は和田小学校にどれくらいいると思いますか。 実は、１２月に行った

学校アンケートによると９７％の子どもたちが「ふるさと福井を大切にしたい」と答えています。こんなに多く

の子がふるさとを大切に思い、大好きになるのはなぜだろう。その理由は学校で学んだことと大きく関わっ

ているのではないかと考えました。これから話すことを眼を閉じて、１年生から６年生の頃を思い出しながら

聞いてください。 

低学年では、和田地区の町探検や施設の見学などを通して和田の素敵なところを見つけましたね。中

学年では、和田特産の赤大豆作りや新和田音頭を地域の方から教えていただきました。高学年になると、

福井市や県との関わりも学習し、歴史探検や田植え・稲刈りなどを体験し、歴史や産業に触れる機会が増

えました。また、福井で活躍しているダンスインストラクターのマユさんや音楽ユニットのメジャーセブンさん

とも楽しい時間を過ごしました。このように、六年間、和田地区や福井を身近に感じ、多くのことを知る機会

に恵まれました。その積み重ねからふるさとを愛する心「郷土愛」が育まれていきました。皆さんがきょうの

日を無事に迎えられたのは、ご家族の愛情が最も大きいでしょう。それ以外にも、大きく成長できたのは、ふ

るさとの自然や地域の人々などとの様々なつながりがあったからなのです。皆さんは、これまでも、そしてま

さに今も、このふるさとである福井、和田地区に育てられているのです。十二年間の年月をかけ、ふるさとを

愛する小さなあかりが皆さんの心の中に灯されました。今後は、この灯が消えないよう、ふるさとのよさを見

つけ、ますます好きになり大切に思ってほしいと願います。 

 これから先、「自分は何をするのか、どうしたいのか」と考える機会が多くあります。その時にはまず「みん

なのためになることやふるさとのためになること」を考えてみましょう。それが、自分の思いと一致した時に、

自分だけでなく、ふるさとや周りの人々にとっても最高の状態となります。お互いがともに発展していくので

す。「みんなのためになることは 自分のためにもなる」この言葉を胸に、これからの人生を突き進んでいっ

てください。                                                      （校長式辞より 一部を抜粋） 

  

  

卒業生への最後のメッセージ  校長より 



 

 

大好きな6年生 さようなら。和田小学校を 

忘れないでください。私たち【5年生】に任せてくださいね！ 

◆お知らせ◆  学年末および学年はじめ休業中の業務時間について 

休日以外の通常業務時間 ８時5分～１６時３５分（電話対応は８時半～１６時半） 

※該当期間は、３月２５日（火）から４月７日（月）となります。 

★保護者の皆様 地域の皆様へ★1年間、学校のためにご理解・ご協力を賜りまして、感謝申し上げ

ます。「子どもは地域の宝」と言われるように、将来の和田地区を担っていく存在です。子どもたち

に必要に応じて遠慮なく声掛け（励ましや注意等）してください。和田っ子の未来のために、今後と

もどうぞよろしくお願い致します。 

 

１年間で学んだ授業時数は、どのくらい？ 
お子さんの時間割を目にしたことがあるでしょうか？ あの時間割は、どのように決められているかというと・・・ 

学習指導要領で示している各教科等の内容を指導するのに必要な時数を基礎として「学校教育法施行規則」において、

教科等ごと、学年ごとに標準授業時数を決めています。その標準時数を踏まえて、各教科等の教育活動を適切に実施するた

めの授業時数を具体的に定めています。それが、１週間の時間割の中で教科のバランスを考慮し配列されているのです。以下

の表に標準授業時数と令和６年度和田小学校各学年の授業実施数（３月末見込み）を示します。 

学年が上がるにつれ、余剰時間が減ってきています。６年生は標準 

時間と実施数は同数ですが、あくまで標準であって、決められた内 

容が指導されていれば標準時数に達していなくても問題はありませ 

ん。本校では、余剰時間がなるべく少なくなるように、業務推進日を 

設けて調整をしています。一方で、低学年は余剰時数が多いため、 

低学年だけが早く帰る日を設定してきました。しかしながら、まだ時 

数の調整が必要です。来年度は、今年度よりも低学年が早く帰る日 

を多く設定していく予定です。どうか、ご理解願います。 

 

 

2月28日 6年生を送る会 5年生が登場！！自作のＰＲビデオ  

みんなの前でドキドキの司会 

一部 ゲーム プレゼント渡し 

二部 引き継ぎ式 

花のアーチをくぐって入場 

１年 （標準）８５０  （実施） ９１１ 

２年 （標準）９１０  （実施） ９４９ 

３年 （標準）９８０  （実施）１０１０ 

４年 （標準）１０１５ （実施）１０２９ 

５年 （標準）１０１５ （実施）１０２６ 

６年 （標準）１０１５ （実施）１０１５ 

 

 


